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小野一一郎教授略歴

1925 (大正14)年10月10日 洋画家小野藤一郎， トミの長男として大阪府〔大阪市南区

回島町24番地〕に生まれる。

1938 (昭和13)年 3月 大阪市立桃園第一尋常小学校卒業

4月 大阪府立高津中学校入学

1942 (昭和17)年3月 間技第4学年終了

4月 高知高等学校文科乙類入学

1945 (昭和20)年 3月 同校卒業

4月 京都帝国大学経済学部入学

1949 (昭和24)年 3月

4月

11月

同月

1950 (昭和25)年10月

1951 (昭和26)年 4月

同月

11月

四52(昭和27)年日月

1954 (昭和29)年 3月

4月

1956 (昭和31l年19月

日57(昭和32)年11月

1961 (昭和36)年11月

1970 (昭和45)年 5月

1971 (昭和16)年 1月

1972 (昭和47)年10月

11月

同月

〔この間， 1944年12月5日呑8116部隊独立歩兵第69大隊第

1中隊入隊，中国大陸派遣。 1946年 2月7日，本土帰還〕

京都大学経済学部卒業

大阪銀行〈現住友銀行〉入行

同行依願退職

大阪市研究員，大阪市立大学経済研究所勤務

教員適格判定(大阪市立大学教員適格審査委員会〕

同所依}願退職

京都大学経済学部助手

宝光井宣代と結婚

長女曜子出生

京都大学経済学部講師

次立育子出生

長男憲一出生

京都大学経済学部助教授

1961年度毎日新聞学術奨励金受賞 (r近代日本貿易史の研

究」研究代表者松井清〕

京都大学経済学部教授

京都大学附属図書館商議会商議員(同年 6月まで)

京都商工会議所商業活動調整協議会委員〈現在に至る〉

1972年度毎日新聞学術奨励金受賞 σ帝国主義由形成過程

とアジア経済」研究代表者小野一一郎〉

京都府総合開発審議会委員 (1985年 5月まで〕
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1973 (昭和48)年 4月

1974 (昭和49)年 1月

10月

1975 (昭和田〉年3月

1日77(昭和52)年 6月

1979 (昭和54)年 8月

1980 (昭和田〕年 1月

1983 (昭和58)年7月

1984 (昭和59)年 6刀

1986 (昭和61)年 7月

第 142巻第4号

京都大学評議員 (1975年 3月まで〕

京都大学経済学部長(1975年 1月まで〉

京都府国士利用計画地方審議会委員(1985年 5月まで)

京都府舞鶴港港湾審議会委員(1987年 9月まで〉

文部省在外研究員として英国ロンドン大学に留学(1976竿

3月まで〕

京都大学附属凶書館商議会商議員(1979年 5月まで)

奈良県大規模小売庖舗審議会委員(現在に至る〉

京都大学附属図書館商議会商議員(1981年目月まで〕

奈良国際文化観光都市建設審議会委員(現荘に至る〕

奈良清掃業務審議会委員(1988年 5月まで〕

英国出張〔ロンドンにおける外国人移民の調志向月末ま

で)

上記期間中(1955年以降)，つぎの諸大学より非常勤講師を委嘱され，国際金融論・国際

経済学・世界経済論等を担当した。

関副大学商学部，大阪市立大学商学部，華頂短期大学， 関西学院大学経済学部， 高知大

学文理学部，金沢大学法文学司L愛媛大学文理学部，奈良女子大学，東北大学経済学部3

立命館大学経済学部，龍谷大学経営学部， 奈良県立知期大学， 名古屋大学大学院法学研

究科，神戸大学大学院経済研究科，滋賀大学経済学部， 鹿児島大学法文学部， 福岡大学

商学部，京都大学教養部，京都大学教育学部，京都大学法学部。

所属学会

国際経済学会〈常任理事)，信用理論学会，国際経済研究会， 日本流通学会(理事)



小野一一郎教授著作目録

著書と編著書

ブラジノレ移民実態調査 有 斐 閣

世界記共経編念済〕論文と帝集国)主〈義行沢〔松健井三清，教吉授信還暦粛
有 斐 閣

南北問題入門〈吉信粛共編〉 有 斐 閣

向大共戦編同〕期のアジアと H本〈古信 粛 大月書庖

〈編〉南北問題D経済学 同文館臼版

(編〕戦同期の日本帝国主義 世界思想社

論 文

最近における貨幣信用論 大『阪社市会立科大学学文経献済解説研』究N所o 編8 

ポ支ンのド一の過考剰察とドル不足←我国国際収 経済論叢第70巻第 5号

リカ -f貨幣信用豊田一考察 その近
代的展開への艮 を台みて 経済論叢第70巻第 6号

わ矛が盾国のドル・バランス そ白構造と
経済評論第ヨ巻 第2号

我国中央銀行行政史のー駒ー金解禁を
中dむとして 経済論叢第71巻第 4号

銀行学派りメカニズム 経済論叢第72巻第 3号

従属下貿易の構造 井主上義暗講丸座責第任5編巻』集岩『波日本書資j占本

わが国のグンピ γ グ問題 経済評論第3巻第 1号

日本太郎鉄鋼共業著〉の成立と原料問題(難波平 経済論叢第73巻第 4号

日本D関税問題 経済評論第3巻第 5号

日本鋼鉄業鋼の業成立の成と立原料と対問外題投位)資ー一 〈難日波本鉄平
経済論叢第74巻第 3号

太郎共著〕

資本輸出 遊高講島k恭部基座政彦久総E治ー，蔵2現松長，代』井宇洲資犬清佐一二，美本月編主書誠内義庖次田『穣郎経の経古済，学済l 宇
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1955午 9月

1973年 5月

1979年 2月

1979生手12月

1981年6月

1985年10月

1951年9月

1952年11月

1952年12月

1953年2月

1953年9月

1953年9月

1953年12月

1954年 1月

1954年4月

1954年5月

1954年9月

1954年10月



1954年10月
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書」大月書庖『同
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1955年 3月第 3巻第3号貿易と関税

1955年 5月

1955年 8月

1955年 8月

1955年 8月

1955年12月

1956年 5月

1956年 9月

1956年11月

1956年12月

松井清編『日本貿易読本』東
洋経済新報社

『向上書」東洋経済新報社

『向上書」東洋経済新報社

経済評論第4巻第12号

信用理論研究会編『講座信用
理論体系m~ 日本評論社

アジア協会編『後進国開発の
理論』日刊工業新聞社

『後進国の経済発展と経済機
構』有斐閣

経済評論第5巻第12号

松井清編『後進国開発理論由
研究」有斐閣

第75巻第5号経済論叢

経済発展と社会体制(山本登共著)

ドップ後進国発展理論。位置(訳者あ
とがき〉

後進国開発問題。一視角

為替相場

歴量色に見た関税制度ーその推移と特

日本鉄鋼業白成立と資源戸日本鉄鋼業
の成立と原料問題ωー〔難波平太郎
共著〉

日本貿易の現状(~ 1 総説~2貿易品構
成と産業構造， ~ 5貿易と貿晶金融〉

貿易統計D見方

国際収支統計の見方

日本の移民問題〈前田昇三共著〉

国際金融貨幣制度の国際的関連を中
Jむとして

1957年 3月マノレク λ主義後進国発展論の一類型

後進国における経済発展国連報告。
紹介と検討ー

1957年 4月第36号

時
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時
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世界経済評論

1957年 8月17日後進国開発理論一対決する 2つの経済
学側

1958年 3月第81巻第3号経済論叢

1958年 4月第81巻第4号経済論議

1958年 5月第81巻第5号経済論叢

1958年 6月第81巻第6号経済論叢

日本におけるメキシn ドノレの流入とそ
田功罪(1)

CJ本におけるメキシコドルの流入とそ
の功罪(2)

日本におけるメキシコドルの流入とそ
の功罪(3)

日本におけるメキシコドルの流入とそ
白功罪(完〉

日本の移民問題 1958年12月国際移住

貿易と関税
第 7 巻第 1~3 号

第 1号

1959年 1~3 月後進国開発理論白検討(上・中・下〕

1959年 1月

1959年4月

第83巻第1号

第
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史
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松
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経済論叢
東亜におけるメキシコドルをめ('る角

逐とそ白本質

近代的貨幣制度目成立とその性格
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メキシコドノレの終駕に関する鬼頭教援
の遺稿について

京学済都経学大済論学学集経」部済創有学立斐部4閣0編周年『京記都念大経 1959竿7月

日本における外資由形態と現状 エコノミメト 第38巻第21号 1960年 5月24日

自由化と外資問題 松1tl井清三編書『貿房易・為替の自由 1960年 6月

日然本紡性績業におけるインド綿手当の必 済ロ『研ー目印究ズ綿所第業3〈安集ア体〉ジ史ア』経済ア研ジ究ア経シ 1960年11月

インド紡綿績花業白発位展と日本にお日るイ
ンド 白地 『向上書」 1960年11月

戦後の貿易政策 東松洋井経清編済新「新報版社日本貿易読本」 1961年9月

日本資本主義と原料問題 経済評論第10巻第10号 1961年9月

高度成長と中小企業 労働月報(京都)第161号 1961年11月

東亜におけるメキシコドノレ終荒の過程 経済論叢第89巻第4号 1962年4月

戦後四移民問題 経済評論第11巻第 5号 1962年 5月

東亜におけるメキシコドル終罵の論理 経済論議第90巻第3号 1962年9月

貿易自由化と中小企業 労働月報(京都〕 第174号 1962年12月

金解金禁解禁の動論因をについて 野R栄太郎の
めぐって

松謀井長清編生諸『近代査す日本単貿語易史済第研 1963年 6月

日本における金本位制D成立(1) 経済論議第92巻第3号 1963年9月

日本における金本位制白成立(2) 経済論叢第92巻第5号 1963年11月

目本の輸出構造と世界市場 経済評論第13巻第 1号 1964年 1月

国際競争力の構造と課題 企業法研究第108輯 1964年 5月

日本清戦に争お賠け償る金金本の位領制収のと成幣立制(改3)ー革一日 経済論叢第94巻第3号 1964年9月

添田プランと高備橋過程意見書←明治3日年貨
幣法案白準 経〔豊済崎稔論教叢授記第念9号4巻〉第 5号 1964年11月

日本貿易自拡大過程とその背景 経済評論第14巻第5号 1965年 5月

現代資本主義と資本輸出 機川講座構口弘町』一・有川国合斐際一金閣郎融編と間『金際融通論貨 1965年 5月

同韓会談と労働問題 季刊労働と経済第5号 1965年 6月

現段階における輸出抗大の可能仲 企業法研究第124輯 1965年9月

ポンド危機の性格 税務セミナー第10巻第10号 1965年9月

金輸外投出継資続の変の論化理1:関(1連917して19ム19) (1)一対 経済論叢第四巻第l号 1966年7月
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資本輸出ーその動因ー

資木自由化の動向と性格資本自由化
のもつ意味ー

資本輸出 その動因 国際経済研究会
シγポジウム基調報告2， I資本輸
出」の諸問題

沖縄におけるドルの切替えをめぐる論
争について(1)

枠組におけるわレ円切替えをめくる論
争について(2)

沖縄における日本円の消滅 B円軍票
のメカニズム一

国際経済の動向とわが国経済

第一次大戦前後四外国貿易

貿易政策

中南米市場町将来

第二次大戦後における日本り対外投資

郎，宇高基輔，島
『マノレグス経済学体系

斐閣

税務セミナー 第11巻第!l号

世界経済評論第11巻第日号

経済論議第四巻第4号

経済論叢第100巻第4号

経済論叢第102巻第 1号

税務通信第23巻第B号

)11合一郎，木下悦二，神野嘩
一郎，狭間源三編『講座日本
資本主義発達史論第 2巻』日
本評論社

が井清編『日本貿易読本〈改
訂)~東洋経済新報社

日本地域開発センター編『国
際分業と日本経済~ (~日本列
島の将来像」上巻〕至誠掌

松井清編『資木の自由化』有
信堂

発展途土国の経済像民族解放と経済 臨曜晴雄質'と夏完了
建証 有斐閣

第二次大戦後における日本の対外投資 証券経済学会年報第6号

円切上げと労働者 季刊労働と経済第29号

国際金融の問題と経済のプロックノじ 税経通信第27巻第 1号

沖縄におけるドノレ切替え その政策内 経済論議第109巻第3号
容 (山岡亮一教授記念号〉

小野 郎!行沢健三，吉信
日本帝国主義と移民論一日露戦後D移 粛編『世界経済と帝国主義C松
民論 非清教授還暦記念論文集J~有

貿易政策〔小松勇吉共著〉

戦後目本資本主義と外国貿易

斐閣

松井清編『目本貿易読本』東
洋経済新報社

島恭彦，宇高基輔，大橋隆憲，
宇佐美誠三郎編「新マルクス
経済学講座第5巻一戦後日本
資本主義自構造ー』有斐閣

1966年9月

1966年10月

1967年 3月

1967年 4月

19昨年10月

1968年 7月

1968年 7月

1968年11月

1969年 4月

1969年日月

1970年 5月

197C年 9月

1971年 4月

1971年 6月

1972年 1月

1972年 3月

日73年 5月

1973年 7月

1976年11月



移民現象にあらわれた帝国主義一旧植
民地閤へD日本移民一

発展途上国と人口問題

第 T次犬戦後の植民政策論

明治末期の物価騰貴戸田海市の所説
をめぐって

外向型発展理論の検討 ラ・ミントの
場合

川合}郎初期著作集解説

対外政策構想の転変

日本の貿易雑誌〈細川元雄共著〕

欧 文論文

“The growth' of iron and :steel indus 

歴史公論通巻38号(5巻 1号〉

小野一一郎，吉信粛編『南北
問題入門』有斐閣

小野一一郎，吉野粛編『両大
戦間期目アジアと日本』大月
書庖

オイコノミカ 第四巻第1号

小野ー一郎編「南北問題由経
済学』同文館出版

町11古郎著作集第一巻』有
斐閣

小野一郎『戦闘期自日本帝
国主義』世界思想社

杉原四郎編「日本の経済雑
誌』有斐閣

try in ]apan and the problems of Kyoto University Econ印刷c
raw materials (1)'¥(難波平太郎共 Revie叫 Vo1.25， No. 1 
著).

“The growth of iron and steel indus 
try in ]apan and the problems of Kyoto University Ec卵白削C

TaW 立叫erials (2)"， (難波平太郎共 J<"叫 v，Vol. ~5， No. 2 
著).

“The Problem of ]apanese emigra- Kyoto Un目 ersityEcσβomlC 
tion ". Revie叫 Vol.28， No. 1 

“]apanese capitalism and foreign 
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1979年 1月

1979年 3月

1979年12月

1981年 6月

1981年 6月

1982年2月

1985年10月

近刊

Apr.， 1955 

。ct.，1955 

Apr.， 19恒8

出品1t123rまftJ器官:zmm-JfTiFfd寸FCApr/Oct，1肝 7

system ". 

"]apanese capitalism and foreign 

::iL11tE112eT古rz:ttzt認Jマri17KE同町56UApr/Oct.1m 
systeロ1. 

辞典

大阪市立大学経済研究所編『経済学小
辞典」 岩投書庖
資本輸出

京都大学文学部国史研究室h編『日本近
代史辞典』
為替統制1.金解禁1 令輸出禁止ハ
定価i:国藁会社，ソーシアル会 東洋経済新報社
ンピング，拓植会社，特殊会社，貿
易省設置問題，輸出入リンク制
(日本近現代史辞典編集委員会編『日本近現代史辞典~ 1978年4月に再録〕

1951年日月

1958年11月
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186 (498) 第142巻第4号

1965年 9凡

1967年11月

1969年 2月

1979年 4月

1979年 6月

翻訳

M ドップ『後進国の経済発展と経済
機構~ (京都大学総合経済研究所研 有 斐 閣
究叢書2)

A.Iプノレームフィーノレド『金本位制と
国際金融 1880-1914年』 ω中h龍馬 日本評論社
共訳)

書評と紹介

池田勇人『均衡財政』実業之日本社

松井清『日本の貿易』岩波書庖

M ドップ経済発展に関する諸考察

吉村正晴『日本貿易政策」新評論社

夫阪市立大学経済研究所『中同左イン
ド由経済発展主カ年計画の比較研
究」

The Institute for Economic Research， 
Osaka City University = The Eco 
nomic Development iil China and 
India 

行沢健三『国際経済学序説』ミネノレヴ
ア書房

同 書

国際貿，1956年一ーガクト年次報告
(GA TT International Trade 1956) 

1956年11月

1975年 6月

エコノミスト 第30巻第33号 1952年11月8日

国際経済第6号 1955年 5月

済国発際経展」済学〔会国編際経『後済進第園7号田経〕 1955年10月

京都大学『学園新聞~ 845号 1956年 8月11日

アジア問題第7巻第4号 1957年10月

Asian AjJairs， Vol. 2， No. 4 Deι. 1957 

関西学院新聞第357号 1958年 1月15日

図書新聞第442号 1958年 3月22日

託日本図書国際館連『合国協連会資京料都』圏No連寄4 1958年 4月
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アI用ジemアのs極諸o東問f題Sにmおa〔lけElCるFAa小Frm農E，eにrsCたrienいdiすAtsFiるaro信b晶- 託日本図国書際館連『合国協連会資京料都』国品。連寄4 1951年 4月

Far East. 1957) 

工業d1化z1a9とt5D8生n) 産an性d第P叫l集1山(U町N，BIn叫dletln 鵠皇草稿聖書事FEFヂ 1958年 7月

行主-讐v，三『国際経済学序説』ミネノレヴア 構国10際造号経〕と済展学開会』編(W国『際日本経貿済」易第の 1958年10月

i誌 10ミr経h済報'0戸告〔VEol x，N02 騎韓首聖書事FFFF 1959年 1月

吉村正晴「貿易問題」岩波書庖 経済評論第8巻第4号 1959年 4月

エDおdジueけプsvterるトlyo，pm製mイ造Eeスng工yラp業otエt，のIMノs発レraaお展melよfa〈anびUcd tuTトNrmuル.，rg-ロTeIhyにne〉- 託日本図国書館際連『合同協連会資京料都~N圏0連.8寄 1959年 5月

ヨL195291〕21主主FY罪ti!?J?Litz-託日本図国書際館理「合国協連会資京料都~N国o連.9寄 1959年 8月

工芸ii話主宰J主£ぷ1thyilt-託日本図書国館際連『合国連協資会京料』都N国o連9寄 1959年 8)1
letin 2. 1959) 

国際くUよ移ieNm民laのEtI経ocon済naol的mMr性42C格町Ea12n一田Ttas一ct移erSmt民at1t問出統1計。cis 託日本図書国館際←主主『合国協連会資京料都』厚N回 0連寄10 
1959年11月

for Selected Countries. 1918-1954 
1958) 

小新各義報社次『国家資本輸出論』東洋経済経済評論第9巻第7号 1960年 6月

掘江蒸雄「国際金融』東大出版会 京都大学『学園新聞』 1960年12月25日

内田日穣本吉評論『戦社後日本独占資本主義史論」 京都大学『学園新聞』 1961年 5月29日

長洲一二『資本主義の新時代』河出書房産経新聞 1962年 4月12目

瓦iYyfousJ1h1aii kpMaalnua巴ts，Ee111i9F，5eo9dr-e.，1iA 9g6n M3咽TO1dr1ae0rd4nep，H. 3isvtoorlsy -vThole ，2D，eNUE0l.op3 ing Econom・ Sept.， 1964 

花原二郎『現代日本貿易論』育木書民読書の友第358号 1970年 1月19日

円切『ノレ世問り界題上Dげとイ問日ン題本フ経一レ一済ー』花，シ原経ョ二済Y郎』企「画円 ・ド庁 編 季 刊 労 働 と 経 済 第32号 1972年 3月

東2T五霊童浴車事室繍『アジアの貿エコノミスト 第49巻第30号叩年7月27



1984年10月第39巻第11号

第 4号

税経通信

第 142巷

泉美之松h 野坂昭如『正談」東京教育情
報センター

(500) 188 

査調

1948年12月

1962年8月

1977年 3月

谷口善太郎「日本労働組合評
議会史』下巻高桐書院

日本評論社

経済論叢第119巻第 3号

「日本労働組合評議会史年表」

「豊崎稔教授著作目録」豊崎稔教授還
暦記念事業委員会『現代資本主義の
研究 豊崎稔教授還暦記念論文集
ー←」

「大上末広の略歴と著作目録につい
てJ(松野周治共著)

「安乗殆略歴と著作目録」安乗拍「朝
鮮社会D構造と日本帝国主義』

1977年10月龍渓書舎

その他

〈貿易〉増大する不均衡 ドノレ・ポン
下回相殺見通し難 1952年4月14日京都大学「学園新聞』

1954年9月
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責変米異変

1955年8月23日

と
活

『都新聞』

1955年9月21日

1956年9月17日

1957年 6月17日

1957年10月

1959年 1月

1959年 1月

1959年4月7日

1959年 5月

京都大学「学園新聞』

京都大学『学園新聞』

『産業倶楽部』第11巻第10号

日本写真印刷醐社内報『理想
旗』第59号

日伯協会『ブラジノレ」第四号

エコノミスト 第37巻第14号

『経済学学習はんど・ぷっく』
(~経済セミナー』付録)

日本国際連合協会京都本部
『国連京都』第76号

『同志社学園新聞」

日本のガット加入〔都論壇〕

国民生活の窮之を強化ー賠償D もたら
す日本経済

日本の対外問題ー2 東南ア

日本資本主義の方向

下期外貨予算と貿易の見通し

年頭雑感

移民行政への期待

学会第一線倒木下悦二

国際経済学の学習姿勢と方法

1960年 3月

1963年 B月第86号経済セミナー

貿易・為替の自由化について

シシポジウム「高度成長政策の矛盾と
展開」

日本映画はどこへ 1964年 3月29日

1968年 2月

『産経新聞』

京都大学経済学部学生学会
『学生論叢」第11号ポンド切り下げり問題点〈講演〕



ポンド危機からドルD危機へーポンド
切下げの帰結

ドル危機と円問題(講演〕

経済学の学び方

γ ンポジワム「ニクソンショッグ後の
日本とアジア」

Vンポジウム「激動のなかの日本国家
独占資本主義」

私のすいせんする必読書

松井清先生の思い出(島恭彦，田畑茂
二郎，山岡亮一編『迫這松井清，
そ白軌跡~ 1981年刊，松井家私家本
に再録〉

増補改訂版の刊行にあたって

英国における東洋研究について(経済
学会研究報告〉

序に代えて

鈴木先生と私

三上正之教授を偲ぶ

まえがき

国際通貨と円高問題〔講演)

『香川大学新聞』

「京都民報』第455号

京都大学〔新)W学園新聞』

経済評論第20巻第 l号

経済第93号

経済セミナー 第初日号

経済第107号

松井清『世界経済入門(噌補
改訂版)~有斐閣

経済論叢第118巻第 1・2号

安乗f'ar朝鮮社会の構造と日
本帝国主義』龍渓吾舎

ピプリア(天理図書館報〉第
68号

大阪産業大学論集社会科学編
第50号

京都大学経済学部「河上肇文
庫目録』

阪南太学産業経済研究所報第
6号

号ョ第巻おー第叢論済経
上
究

河
研

E
会

市
学

海
済

同
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戸
〔

一て
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M
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〕
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治
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ロンドンの古本屋

平岡先生の思い出

『金ト信用ト物価』前後

ポク白覚書(1ト一敗戦前後

半世紀前にあった自由通商運動

古書カタログの効用

京都古書研究会『京古本や往
来』第11号

『秋白陽だまり~ (平岡謹之
助教授追悼文集，平岡家私家
本〕

『河上壌全集第6巻』月報9.
岩波書席

『一一会会報~ No. 1 

『サY ケイ新聞』

京都古書研究会『京古本や往
来』第20号

(501) 189 

1968年 2)'124日

1971年9月12日

1971年 4用25日

1971年12月

1972年 1月

1972年 4月

1973年 3月

1973年8月

1976年 8月

1977牛10月

1978年 4月

1979年 l月

1979年3月

1979年 3月

1980年 3月

1981年 1月

1981年10月

1982年 9月

1982年12月

1983年 4)'14日

1983年4月
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島先生の講義

ポグの覚書(2) 古本屋事始め

豊崎先生と奈良

ポグ申覚書(3) 大学をでた頃

ポク叩覚書(4)一一福岡にて

ポグ町覚書(5) 中国旅行覚え書

銅像がポクを呼んだ

ボクの覚書(耐 リスポンの一日

面白きの秘密ー経済学のすすb

瀧川総長田時代

第142巷第4号

『島恭彦薯作集第2巻』月報，
有斐閣

『一一会会報JINo. 2 

経済論叢第134巻第 3/4号

『一一会会報.sNo. 3 

『一一会会報JINo. 4 

『一一会会報JINo. 5 

経清第275号

「一一会会報JINo. 6 

経済第288号

『京都大学職員組合創立40周年
記念誌」

ボクの覚書(司ーーはじめて書評した本 『 一会会報JINo. 7 

1983年 8月

1984年 2月

1984年9月

1985年 2月

1985年 9月

1987年 2月

1987年 3月

1988年 3月

1988年 4月

1988年 8月

1989年3月


